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社会科「地理」　第7章．世界地理－南アメリカ② 解答と解説
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2 南アメリカの産業
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【 アプリ版のご紹介 】 中学社会 地理・歴史・公民 【 オマケの一題 】

　中学社会　地理・歴史・公民

　企業が資本と労働者を使って、商品を生産する仕組みを何と呼ぶ？
　(A) 精神主義　(B) 資本主義　(C) 敗北主義　(D) 社会主義

南アメリカでは、（　焼畑農業　）による熱帯林の減少が深刻な問題となっている。  ...   熱帯林減少だけでなく、焼畑農業による砂漠化も世界各地で問題となっている。

中学社会（地理・歴史・公民）の重要基本事項を完全収録。 中学の定期テストや高校入
試の勉強に、また、高校生やセンター試験対策の基礎固めにオススメのアプリです。

ブラジルのカラジャスは世界最大の（　鉄鉱石　）産地だが、開発のため熱帯林が大量伐採され
た。

 ...   ブラジルの鉄鉱石産出量は、中国に次いで世界第二位である。

ベネズエラは南アメリカ随一の（　石油　）の産地である。  ...   ベネズエラの首都は、カラカス。

ブラジルは（　バイオ燃料　）の燃料になるさとうきびの栽培に力を入れ、多くを米国に輸出して
いる。

 ...   バイオ燃料は、理論上CO2を排出量しないとされており、注目を集めている。

ブラジルのリオの（　カーニバル　）には、世界中から多くの観光客が訪れる。  ...   カーニバルは元々、キリスト教圏の祝祭だったが、ブラジルに根付いた。

（　タンゴ　）はアルゼンチンで生まれた特有の踊りで、世界中で人気を博した。  ...   ジャズは、西洋音楽と黒人音楽が融合し、アフリカで生まれた音楽である。

経済成長の著しいブラジルは、ロシア・インド・中国・南アと共に（　BRICS　）と呼ばれている。  ...   サンパウロ・リオデジャネイロ・ベロオリゾンテの3都市で工業化が進んでいる。

＜ワンポイント解説＞

ブラジルを始め、南アメリカの国々で一番多くの話者がいる言語は（　ポルトガル語　）である。  ...   大航海時代、南アメリカ東部をポルトガルが、西部をスペインが支配した。

南アメリカでは、ヨーロッパの支配を受けていた名残で、多くの人が（　キリスト教　）を信仰して
いる。

 ...   キリスト教は、イエス＝キリストの教えを守る宗教で、世界で最も信者が多い。

インディオと白人の混血人種を（　メスチソ　）と言う。  ...   白人と黒人の混血をムラートという。
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